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A. 背景 

 我国において毎年 24万人前後の粉じん労働

者がじん肺健康診断を受診している。この診

断法として胸部単純 X線や肺機能検査が実施

されている。胸部単純 X線によって第 0型、

第 1型、第 2型、第 3型、第 4型に分類され、

第 1型以上の患者は労災認定となる。この適

切な診断基準の確立を目指した胸部 CT検査

による診断法が検討されている。CT画像は胸

部単純 X線に比べて第 1型の微小（1-3mm）

な病変を検出することができる。本研究は CT

画像から珪肺・石綿肺・溶接工肺の病変を高

精度に検出し、じん肺の診断を支援するシス

テムを開発する。 

 

B. 目的 

 CT画像において珪肺・石綿肺・溶接工肺の

病変は多様な CT値・大きさの粒状影・不整形

陰影を示す。労災認定条件(第 1型以上)の鑑別

のために微小(直径 1-3mm)な病変を高精度に

検出し、その分布を定量化することが求めら

れる。このために (1)多様な撮影装置・撮影条

件の CT画像から珪肺・石綿肺・溶接工肺の粒

状影・不整形陰影の高精度な検出法の開発、(2) 

 

珪肺・石綿肺・溶接工肺の質的診断のための

定量化法の開発、(3)(1)と(2)の機能を有するじ

ん肺のコンピュータ診断支援システム(CAD: 

Computer aided detection/diagnosis)の開発

を実施する。 

 

C. 対象と方法 

 岡山労災病院にて珪肺と診断された 7例(第

1型 2例、第 2型 3例、第 3型 1例、第 4型 1

例)の CT画像の撮影条件を表 1に示す。これ

らの CT画像に開発中の CAD1）を適用し、粒

状影および不整形陰影の検出能を評価した。 

CADの概観と仕様を図 1に示す。CADは 

(1)DICOM Query/Retrieve、(2)胸部臓器解析、

(3)病変検出、(4)比較読影支援とユーザインタ

フェースからなる。胸部臓器解析は体、骨、

気管・気管支、縦隔、肺・肺葉、肺血管、葉

間裂を抽出する 2）。病変検出は肺結節、胸水・

胸膜病変、肺気腫、骨粗鬆症を検出する 3-5）。  
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E. 考察 
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(a)原画像

図

原画像 

(c)病変の

図 2 珪肺の病変

(b)病変

病変の 3次元表示

病変の検出結果

病変検出結果 

次元表示 

の検出結果 
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